
参考資料５

健康づくり関連の取組の進捗等について
（令和６年度の取組状況）



 国土交通省海事局長を理事長が訪問し、今後の連携の継続と強化について確認を行った（令和6年4月）。理事長と海事局長

との面談は協会設立以降、初めて実現したもの。なお、令和6年7月海事局長交代に伴い、新たに着任された宮武海事局長へ

も同様に面談を行った（令和6年9月）。

 東海大学教授からのご依頼により、日本航海学会第150回講演会において「船員の健康づくり宣言」、船員保険健康アプリや

無線医療助言事業等について船員保険部職員が講演を行った（令和6年5月）。

 日本内航海運組合総連合会が主催するセミナー（全4回）で、船員災害防止協会より「船員の健康づくり宣言」を紹介していた

だく予定（令和６年６月～令和７年２月）。

 地方運輸局や船員災害防止協会が主催する船員災害防止大会等のイベントで、「船員の健康づくり宣言」の取組を紹介した

（令和6年7月～9月）。

 水産庁漁政部及び（一社）全国漁業就業者確保育成センターと漁船を対象にした出前健康講座開催に向けた打合せ実施（令

和6年9月）。その後、同センターの漁師.JPサポーターに登録がある船舶所有者及びその船員向けにパワハラ・メンタルヘル

スをテーマにした出前健康講座を実施（令和6年11月）。

 水産庁の森長官を理事長が訪問し、今後の連携強化について確認を行った（令和6年10月）。なお、理事長と水産庁長官との

面談は協会設立以降、初めて実現したもの。

 水産庁主催の「漁船安全操業推進会議」において、「船員の健康づくり宣言」の取組を紹介（令和6年10月）。

１．関係団体との連携

R6.9.24

国土交通省 宮武海事局長 北川理事長

R6.10.11

稼農理事 農林水産省
森水産庁長官

北川理事長
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２．「船員の健康づくり宣言」

 面談や出前健康講座等を実施する業務委託先が決定。契約期間を令和8年度末までとし、安定的に船舶所有者の支援を実施で

きる体制を構築（令和6年5月）。

 「船員の健康づくり宣言」の令和6年度版パンフレットを作成。全船舶所有者（エントリー済除く）へ送付し、エントリー勧奨を実施。

令和６年３月の鼎談記事（全国健康保険協会・国土交通省海事局・国華産業株式会社）も同封し理解を深めていただいた（令和6

年5月）。

 自社における健康づくりの実施状況を確認することで今後の取組に活かしていただくことを目的とした「船員の健康づくりに関

する振り返りチェックシート」をエントリー船舶所有者256社へ送付（令和6年5月）。212社から提出。

 「船員デンタルケアキット」（後述）をアクティブコースの支援メニューに追加（令和6年6月）。令和6年10月15日現在、 「船員デ

ンタルケアキット」利用のため、11社がシンプルコースからアクティブコースへ変更。

 「船員のための健康サポートBOOK」をエントリー船舶所有者へ提供（令和6年9月）。

【船員のための健康サポートBOOK［R6.9発行］（一部抜粋）】

「船員の健康づくり宣言」エントリー数
（令和6年11月30日現在）

令和6年度KPI：305社（対前年度比60社増加）

328社 （＋84）

アクティブコース：92社（+24） ［汽船83（+18） 漁船9（+6） ］
シンプルコース ：236社（+60） ［汽船200（+43） 漁船36（+17）］

カッコ内は対前年度末からの増減数

※アクティブコース増加のうちの11社は、「船員デンタルケアキット」利用のためシンプルコースからの変更分
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 「船員の健康づくり宣言」エントリーの勧奨と船員の健康づくりに取り組む阻害要因等をヒアリングするため、船舶所有者訪問

を実施。

 令和6年度における船舶所有者訪問の主な行先は、漁船と内航海運の市場構造に着目し選定。また、健康づくりの質の向上を

図るため「船員の健康づくり宣言」におけるシンプルコースからアクティブコースへの変更の勧奨も実施。

3．船舶所有者訪問

【訪問時にヒアリングした主なご意見】

 漁船の労働環境は汽船と異なるため、汽船における健康づくり好事例集は参考にならない。

 船員デンタルケアキットは船員からの反応が良さそうであるため、エントリーのきっかけになる。

4．健康度カルテ

 船舶所有者における健康づくり促進の取組の参考として活用し

ていただくため、健診結果データやレセプトデータを船舶所有者

単位で集計してメタボリスクや食習慣、運動習慣等の健康課題を

「見える化」した「健康度カルテ」を作成（※）し、令和6年9月に対

象の船舶所有者（1,661社）へ提供。

※健康度カルテは船舶所有者毎の健診データ数が10名以上の通常版と、健診データ

数が3名～9名の簡易版（通常版からレセプト情報を除いたもの）の2パターン作成

 健康度カルテを提供した船舶所有者のうち「船員の健康づくり宣

言」にエントリー済を除く船舶所有者1,312社に対して電話によ

るエントリー勧奨を実施。19件のエントリーにつながった。

【令和6年度版健康度カルテ（一部抜粋）】

訪問時期 訪問先（都道府県） 訪問件数 エントリー獲得数

令和6年8月～9月 青森県、宮城県、茨城県、千葉県、東京都、静岡県、鳥取県
※主に漁船で被保険者30名以上の船舶所有者が複数いる地域を選定

41件
［汽船16 漁船25］

28件
・アクティブコース：10件 ［汽船6 漁船4］
・シンプルコース： 18件 ［汽船4 漁船14］
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6．船員保険健康アプリ

 健診結果の閲覧、健診結果に基づく個別の改善アドバイス、健康情報配信、船員保険部からの最新情報配信が主な機能となっ

ており、他にも歩数の記録ができる機能等も備わっている。

 生活習慣病予防健診受診者、健康証明書データ提供者、特定健診受診者を対象に毎月登録勧奨を実施し、登録者の拡大を図っ

た。

5．オーダーメイド通知

 加入者の健康意識の醸成や生活習慣の改善の促進を図るため、

個々の健診結果に応じた健康状態の説明や食事・運動等に関す

る生活習慣の改善方法などを掲載したオーダーメイドの情報提

供通知を送付している。

 令和6年度版については、「39歳で特定保健指導レベルに該当

した方」と「昨年度特定保健指導に該当した方」の2パターンを対

象者に追加し令和6年7月末より毎月発送。

【令和6年度版オーダーメイド通知［医療機関受診勧奨版］（一部抜粋）】

令和6年度
対象者区分

① ② ③ ④ ⑤ ⑥［R6追加］ ⑦［R6追加］

医療機関の受診
が必要な方

医療機関の継続
受診が必要な方

特定保健指導の
積極的支援に該
当した方

特定保健指導の
動機付け支援に
該当した方

生活習慣の改善
が必要な方

39歳で特定保
健指導レベルに
該当した方

昨年度特定保健
指導に該当した
方

送付件数
（令和6年11月30日現在）

512 678 505 288 1,331 39 1,525

船員保険健康アプリ登録状況
（令和6年11月30日現在）

2,６３１名（+３９０）

カッコ内は対前年度末からの増減数

［汽船2,３１５（+３６７） 漁船2９３（+３１） 任意継続２３（-８）］
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 船員保険加入者等のヘルスリテラシーの向上を図るため、船員災害防止協会等の関係機関及び船舶所有者向けに出前健康講

座を実施。

 令和6年度においては、令和5年度に実施した医療費等分析結果を踏まえ、「たばこの害」と「歯の健康」をテーマにした講座の

実施回数増加に向けて、水産庁や船員災害防止協会といった関係機関との調整を実施。（令和6年4月以降随時）

8．出前健康講座

7．オンライン禁煙プログラム

 船員保険被保険者は他健保組合に比べ喫煙率が高いことから、喫煙者に対する個別禁煙

指導を、スマートフォン用アプリを介したオンラインで実施するプログラムを提供。プログラ

ムは自身の状況に応じて3か月と6か月のいずれかの実施期間を選択可能。

 全被保険者及び全船舶所有者に対して当該プログラムのご案内を令和6年8月に送付。

 令和6年度においては、生活習慣病予防健診受診者、健康証明書データ提供者、特定健診

受診者のうち喫煙者を対象とした「禁煙勧奨通知」を新たに実施。令和6年10月に対象者

約7,900名へ送付。

【オンライン禁煙プログラムのチラシ】

出前健康講座
実施状況

（令和6年１1月30日現在）

船舶所有者向け 関係団体向け 合計

7回 １６回 23回

オンライン禁煙プログラム
実施状況

（令和6年１１月３０日現在）

申込数

122名
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 船員の健康づくりを推進するための船舶所有者と船員保険部の架け橋としての役割を担っていただく、「船員健康づくりサ

ポーター」を令和5年10月から運用開始。

 「船員健康づくりサポーター」は「船員の健康づくり宣言」を実践するほか、「シンプル」「スタンダード」「アクティブ」の3つのコー

スに応じて、健康づくり以外にも船員保険全般にかかる広報等の役割も担う。

10．船員健康づくりサポーター

 船員は陸上勤務者よりも高ストレス者が多いという背景から、今後船員保険への加入が見込まれる海上技術学校等の船員養

成機関の学生を対象に、メンタルヘルス及び船員保険制度等に関する特別講義を実施。

 なお、メンタルヘルスの講義に関しては、講義内容がより定着するよう、まず各学校でメンタルヘルスに関する基本知識やセル

フケアの手法等について説明し、その後、練習船での乗船体験を通じて各自が感じたストレス及びその解消法等についてグ

ループワークを行う講義も行っている（※）。※練習船での講義は海技教育機構管轄の学校に限る

9．船員養成校の学生に対する特別講義

①銀河丸 令和6年5月27日

②海技大学校 令和6年9月20日

③館山海上技術学校 令和6年10月11日

④小樽海上技術短期大学校 令和6年11月13日

⑤宮古海上技術短期大学校 令和6年12月3日

⑥口之津海上技術学校 令和6年12月6日

⑦波方海上技術短期大学校 令和6年12月10日

⑧海技大学校 令和6年12月12日

⑨唐津海上技術短期大学校 令和6年12月13日

⑩清水海上技術短期大学校 令和6年12月19日

⑪東海大学 令和7年1月8日

⑫銀河丸 令和7年2月10日（予定）

⑬大成丸 令和7年2月12日（予定）

⑭青雲丸 令和7年2月12日（予定）

⑮海王丸 令和7年2月17日（予定）

【実施状況】

船員健康づくりサポーター
委嘱状況

（令和6年１１月３０日現在）

シンプルコース スタンダードコース アクティブコース 合計

２０６（＋５８） 1９（＋６） ２６（+２０） ２５１（+８４）

カッコ内は対前年度末からの増減数

［汽船1７４（＋３９） 漁船3２（＋1９）］ ［汽船1７（+５） 漁船２（＋１）］ ［汽船２３（+1７） 漁船３（+3）］ ［汽船２１４（+６１） 漁船３７（+２３）］
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 船員の健康づくりの重要性や全国健康保険協会の取組内容を広く周知するため、全国健康保険協会、水産庁、船舶所有者代表

の三者で船員の健康づくりに関する鼎談を行い、令和6年6月25日の水産経済新聞に記事掲載。

10．鼎談記事の掲載

 令和6年2月に実施した「船員保険（健康づくり等）に関する意識調査」の調査結果をとりまとめ、令和6年5月に公表。

 今回の調査結果から、健康づくりに関する意識が向上してきているが、船員の健康管理は個人に任せており、船員の健康管理

をするという意識が希薄な船舶所有者も一定程度存在するという課題も確認。一方で、勤め先が健康づくりに取り組んでいる

場合は勤め先に対する総合満足度が上がることも明らかになっていることから、課題解決に向け引き続き船舶所有者への訪問

や広報等を実施し、船員の健康づくりの重要性を発信していく。

 調査結果については、国土交通省海事局、水産庁、内航海運組合総連合会、船員災害防止協会といった関係者と共有。

11．船員保険（健康づくり等）に関する意識調査
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船員デンタルケアキットについて

 令和5年度に実施した歯科医療費等の分析により、「船員はう蝕（虫歯）及び歯周疾患の重症化患者の割合が他健保より高い」という結果
が得られた。これは、船上での中長期に渡る生活の中では予防という観点で定期的に歯科医へ受診することが困難で、歯の痛みや症状が
発覚してから受診するという船員特有の受診行動が影響しているものと考えられる。

 そのため、船員が歯のセルフケアを行うことができるキットとスマートフォン用アプリを提供し、歯のヘルスリテラシーの向上及び歯科医へ
の受診勧奨を実施することで、う蝕（虫歯）及び歯周疾患の重症化予防を図るとともに、その効果検証を実施する。

 なお、当該取組は「船員の健康づくり宣言」のアクティブコースにおける支援メニューのひとつとして実施する。

1．目的・概要

船舶所有者 船員保険部

申し込み
※被保険者数分が上限

キットの提供
※申込受付から10日程度

船舶所有者

被保険者への
配布

被保険者

キットを使用して
専用アプリに

チェック結果を
入力

船員保険部

歯科医への受診が
必要な方へメール

で受診勧奨

アクティブコースのみ

2．スケジュール

3.実施状況

歯ブラシ、デンタルミラー、咀嚼ガム等

・東京医科歯科大学が開発したセルフチェックアプリ
・キットを使用しながら35の質問に沿ってチェック
・現在抱えている問題を動画を交えながら解説

令和6年6月3日 ▶ 提供開始（※６月４～10日：歯と口の健康週間）

令和6年6月3日 ▶ プレスリリース実施
（日本海事新聞、水産経済新聞、みなと新聞等に掲載確認）

令和6年6月5日 ▶ 船員の健康づくり宣言にエントリーしている船舶所有者へ周知
（キットのサンプル同封）

令和６年７月～ ▶ 船舶所有者訪問等で周知
令和7年3月 ▶ 効果測定結果とりまとめ

令和6年11月末日現在、57社（2,009名分）から申込受付・キット配布
8



4.アンケート集計結果 （一部抜粋）

■ 1．船員デンタルケアキットをご利用いただいた満足度を教えてください。

■ 3．アプリはお口の健康状態を確認できる良い機会になりましたか。

■ 2．セルフケアキット（歯磨き、デンタルフロス等）が日頃のセルフケアに
役立ちましたか。

■ 4．船員の皆様の歯の健康に取り組む必要性を感じることができましたか。

■ 5．船員の皆様の歯の健康に関する以下の意識や行動に変化がありましたか。

■ 8．今後も船員デンタルケアキットの申し込みをしようと思いましたか。

■ ９．その他 記述回答（一部抜粋）

船員デンタルケアキットをご利用の船舶所有者宛に満足度等に関するアンケートを実施

実施時期 送付件数 回答件数 回答率

令和6年11月 56 43 76.8％

回答項目 回答数 割合

とても満足 11 28%

おおむね満足 25 63%

やや不満 3 8%

不満 1 3%

（無回答3名あり）

回答項目 回答数 割合

とても良い機会になる 5 12%

良い機会になる 26 62%

あまりにならない 10 24%

全くならない 1 2%

（無回答1名あり）

回答項目 回答数 割合

とても役立つ 7 17%

役立つ 28 67%

あまり役立たない　 7 17%

全く役立たない 0 0%

（無回答1名あり）

回答項目 回答数 割合

とても感じた 5 12%

感じた 34 83%

あまり感じない 2 5%

全く感じない 0 0%

（無回答2名あり）

回答項目 回答数 割合

歯の健康に関する会話をする船員が増えた 5 12%

歯磨き等のセルフケアが習慣化する船員がいた 3 7%

甘いお菓子飲み物等を控える船員がいた 2 5%

歯科検診を受診するきっかけとなった船員がいた 11 26%

船員の意識に変化は無かった 17 40%

その他 8 19%

（無回答1名あり）

回答項目 回答数 割合

思う 29 69%

思わない 13 31%

（無回答1名あり）

（複数回答可）

※無回答の場合は回答数に含まれていません。

• 口腔内の健康は重要だと考えております。しかしながらケアキットの利用までに至る前に各自船員の前提となる意識が重要だと導入させていただいて分かりました。引続き健康意識の向上に向けてさまざまな
取組を推進していきます。

• 船員デンタルケアキットで船員の”歯”に対する意識が強まりました。健康診断などで体の健康には意識がいきますが、今まで歯の健康には意識がそれほどなかったのでとても良い機会になったと思います。
• とても素晴らしいキットでしたがアプリのダウンロードまでに至る船員はとても少数でした。周知方法等もっと良いやり方があったと思うので次回機会があれば今回の結果を反映させたいです。
• 高齢の船員が多くアプリの利用登録が難しかった。

■ 7．船員デンタルケアキットが届いてから船員の皆様への配布を終えた期間を
教えてください。

■ 6．船員の皆様への船員デンタルケアキットの主な配布方法を教えてください。

回答項目 回答数 割合

２週間以内 11 26%

１か月　 22 52%

２か月 2 5%

3か月　 3 7%

4か月以上 4 10%

（無回答1名あり）

回答項目 回答数 割合

訪船時に直接配布 21 50%

船に郵送で配布 10 24%

自社内で配布 5 12%

自宅に郵送で配布 3 7%

その他 3 7%

（無回答1名あり）
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